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－ 前　 半 4 38 14 24

2 1 00 39 14 39 10 7
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14 2 11 15 T
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11 14 14 18
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16 11 5 7
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20 31 6 2

No. Ｇ W 2' D DR 13 18 21 02

1 2 19 21 19

2 c 3 2 20 23 00

3 1 13 21 23 38

4 13 22 24 14

5 5 11 23 25 07

6 7 24 25 45

7 5 13 25 26 03

8 11 26 27 09

9 5 27 28 12

10 1 28 52 7 7

11 7 28 29 52

12 後　 半

13 10 29 01 40

14 10 30 03 08

8 31 04 01

05 01 8 5

4 32 05 29

8 33 06 53 特記事項

08 01 × 4
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12 26 9 5
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松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

令和４年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会　高松宮記念杯 第72回全日本高等学校ハンドボール選手権大会
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役員C

役員B

監督A

役員C

役員B

監督A

山本　創太

(公財 )日本ハンドボール協会

篠原　　理

壷内　博章

横田　隆成

東福　康浩

田中　弘輔

香川中央

武田　琉星

藤川　淳

高尾　勇羽

小笠原　吉春

濱崎　琉希

柳生　青空

福島　心斗

松原　瑞樹

中嶋　優翔

奥村　晃大

久保　健太

安堵　統真

川田　真吾

県屋代

大塚　脩生

山根　遼斗

田中　潤

上原　翔馬

美齊津　七萌

佐藤　法晟

青木　遼河

松澤　恭介

永井　一羽

酒井　琢碧

南澤　哲輝

中澤　琉

市川　暁大

篠原　煌

鈴木　晴太郎

滝　和也

寺島　悠稀

水上　諒

若林　久人

金井　和義



1 5

小　計

第２延長後半

18

第１延長後半

第２延長前半

７mTC

小　計 得点合計

15
後　　半 8

試 合
コミセン ー 男 33

番 号

県屋代高等学校（長野）

令和4年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会

（ 月 ） 会　　場

高松宮記念杯第73回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

試　合　結　果　・　戦　評　報　告　書

競技日 2022 年 8 月 松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ ﾒｲﾝｱﾘｰﾅ

得点合計

28 前　　半 7

1 日

種　　別 男子

チーム名

県立香川中央高等学校（香川）

46
第１延長前半

回　　戦 ３回戦

チーム名

戦　　　　　　　　評

　１，２回戦を完勝し勢いに乗る長野代表屋代高校が、春の覇者香川中央高校に挑

む。立ち上がり両チームとも足がよく動き、香川中央②藤川⑤濱崎⑦柳生、屋代②

美齊津③佐藤が交互に得点して開始3分で3対2となった。しかし、ここから王者が

本領発揮。ディフェンスの圧力を強め、屋代のミスを誘う。⑬安堵の速攻や③高尾

のミドルで一気に5連続得点で8対2とした。屋代も⑤松澤⑦酒井のポストシュート

や②美齊津の隙間を縫う巧みなシュート、ＧＫ①上原の魂のこもったセービングで

必死に対抗するが、香川中央の吹き荒れる勢いは止まらない。21分からは5連続速

攻を含む怒涛の10連取と攻め続け、28対7と大きく差をつけて前半を終えた。

　後半になっても流れは変わらない。香川中央⑩中嶋⑧福島が速攻を決めると続け

て④小笠原⑨松原がミドルを豪快に叩き込む。屋代は⑤松澤の速攻やサイドシュー

ト、⑦酒井のポストシュートで食い下がるが、全員でつかんだ７ｍＴのチャンスも

香川のＧＫ⑫久保が立ちふさがりなかなか得点につながらない。それでも②美齊津

⑩市川の巧みなフェイントからチャンスを作り、⑤松澤⑦酒井が３連続で得点する

など最後まであきらめずゴールを狙い続けたが、試合終了まで足を止めることなく

⑥山本⑭川田らが加点した香川中央が46対15で勝利を収めた。

記載者氏名 石丸　敬之
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